
第
三
期
国
定
読
本
に
お
け
る
書
簡
文

佐　

野　

裕　

子

一　

は
じ
め
に

　

本
論
に
入
る
前
に
、
最
初
に
明
治
期
国
定
読
本
と
言
文
一
致
運
動
の
関
連
に
つ

い
て
確
認
す
る
。
山
本（
一
九
六
五
）に
よ
れ
ば
、
言
文
一
致
会
に
よ
る
請
願
の
結

果
、
一
九
〇
一（
明
治
三
四
）年
に
教
科
書
等
と
と
も
に
普
通
往
来
文
、
す
な
わ
ち

書
簡
文
等
を
口
語
体
に
換
え
る
旨
が
国
家
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
た
。
か
ね
て
か
ら
教
育
分
野
に
関
わ
る
人
々
か
ら
は
言
文
一
致
実
施
が
叫
ば
れ
、

そ
の
実
現
が
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
使
用
さ
れ
る
第
一
期
国
定

読
本（
一
九
〇
四
＝
明
治
三
七
年
よ
り
使
用
、
第
一
学
年
〜
第
四
学
年
用
全
八
冊
）と
第
二

期
国
定
読
本（
学
制
変
更
に
伴
い
一
九
一
〇
＝
明
治
四
三
年
よ
り
使
用
、
第
一
学
年
〜
第

六
学
年
全
十
二
冊
）で
も
口
語
体
を
基
本
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
国
定
読
本
で
は

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
文
語
体
が
増
加
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
第
一
期
国

定
読
本
と
第
二
期
国
定
読
本
で
は
書
簡
文
が
各
巻
数
課
ご
と
に
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
候
体
書
簡
文
に
は
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
た
。
ま
た
、
同
時
代
の
市
販
の
書

簡
文
文
例
集）1
（

で
も
候
体
が
文
例
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
口
語
体
書
簡
文
は
明

治
期
で
は
、
そ
の
書
き
手
は
就
学
中
の
児
童
が
中
心
で
あ
り
、
部
分
的
な
普
及
に

留
ま
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

言
文
一
致
の
成
立
は
一
般
的
に
、
国
定
読
本
の
口
語
化
、
文
芸
上
の
近
代
口
語

体
の
完
成
や
新
聞
全
紙
面
の
口
語
化
に
よ
っ
て
、
一
九
二
二（
大
正
十
一
）年
で
あ

る
と
さ
れ
る（
山
本
一
九
六
五
）。
た
だ
し
、
官
庁
公
用
文
、
法
令
文
、
詔
書
は
文

語
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
書
簡
文
や
公
用
文
を
も
急
速
に
口
語
体
に
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
こ
と
は
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
第
二
期
国
定
読
本
の
編
纂
者

で
あ
る
芳
賀
矢
一
は
、
そ
の
論
文（
芳
賀
一
九
一
四
）の
中
で
文
語
は
遅
か
れ
早
か

れ
口
語
文
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
、
個
人
と
し
て
は
読
本
以
外
の
教
科
に
は

口
語
文
を
使
用
し
た
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
芳
賀（
一
九
一
四
）は
、
候

体
に
つ
い
て
も
廃
止
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
現
行
の
社
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
や
む
を
得
ず
読
本
に
掲
載
し
て
い
る
と
も
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
正
期
に

は
候
体
は
書
簡
文
に
お
い
て
依
然
と
し
て
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

本
稿
で
分
析
の
対
象
と
な
る
第
三
期
国
定
読
本
は
、
一
九
一
八（
大
正
七
）年
か

ら
使
用
さ
れ
た
。
当
該
読
本
に
関
す
る
研
究
は
明
治
期
国
定
読
本
に
比
べ
数
が
少

な
く
、
そ
の
中
で
も
掲
載
さ
れ
た
書
簡
文
に
直
接
言
及
し
た
研
究
は
管
見
で
は
な

い
。

　

以
下
、
本
稿
に
関
連
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
分
野
ご
と
に
概
略
を
述
べ
、
そ

の
後
木
坂（
一
九
七
六
）に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
明
治
期
を
対

象
と
す
る
研
究
で
あ
る
。

①
読
本
の
文
体
に
関
す
る
も
の

　

古
田（
一
九
六
四
）で
は
終
戦
後
ま
で
の
国
語
科
読
本
の
口
語
文
と
文
語
文
の
推

移
を
考
察
し
、
第
三
期
国
定
読
本
の
特
徴
と
し
て
口
語
文
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
貝（
二
〇
〇
一
）で
は
国
定
教
科
書（
読
本
と
他
教

科
教
材
）に
お
け
る
言
文
一
致
の
流
れ
の
中
で
の
口
語
文
増
加
を
考
察
し
、
非
実

用
文
の
口
語
と
文
語
の
割
合
に
注
目
し
た
内
容
で
あ
る
。

②
読
本
の
語
法
に
関
す
る
も
の

　

塩
沢（
一
九
七
八
）で
は
、
第
一
期
・
第
二
期
国
定
読
本
の
語
法
を
詳
細
に
調

査
・
分
析
し
て
お
り
、
言
文
一
致
運
動
の
中
で
明
治
期
国
定
読
本
の
果
た
し
た
役

割
が
大
き
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

③
書
簡
に
関
す
る
も
の

　

書
簡
に
関
す
る
も
の
は
、
小
椋
秀
樹
の
一
連
の
明
治
期
往
来
物（
小
椋
二
〇
〇
一

等
）に
関
す
る
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
明
治
期
往
来

物
に
お
け
る
候
体
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
書
簡
文
研
究

で
は
橘
豊
の
研
究（
橘
一
九
八
五
な
ら
び
に
橘
一
九
九
八
）が
大
き
な
位
置
を
占
め
、

橘（
一
九
八
五
）で
は
第
二
次
大
戦
後
ま
で
書
簡
は
候
体
で
書
い
て
い
た
と
指
摘
し

て
い
る
。

④
読
本
に
見
ら
れ
る
書
簡
文
に
関
す
る
も
の

　

木
坂（
一
九
七
六
）は
近
代
書
簡
文
の
一
類
と
し
て
、
明
治
期
読
本
に
見
ら
れ
る

書
簡
文
に
つ
い
て
構
成
・
文
体
・
語
法
を
中
心
に
、
そ
の
扱
い
の
変
化
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
育
方
面
か
ら
は
口
語
体
書
簡
の
教
授
を
求
め
る
要

望
が
あ
っ
た
た
め
に
、
口
語
体
書
簡
文
が
小
学
校
読
本
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
読

本
で
提
示
し
た
口
語
体
書
簡
文
が
書
簡
文
そ
の
も
の
の
変
化
を
促
し
、
候
体
書
簡

文
も
ま
た
口
語
体
書
簡
文
に
近
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
主
に
明
治
期
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
以
下
の
よ

う
な
問
題
を
提
起
す
る
。

　
　

① 

第
三
期
国
定
読
本
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
は
、
山
本（
一
九
六
五
）で
の
言
文

一
致
成
長
・
完
成
前
期
に
あ
た
る
が
、
一
方
で
候
体
は
書
簡
文
に
お
い
て

依
然
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
期
以
降

の
候
体
に
関
す
る
研
究
は
管
見
で
は
存
在
し
な
い

　
　

② 

言
文
一
致
が
成
立
し
口
語
体
が
確
立
・
普
及
す
る
中
で
、
教
材
と
し
て
提

示
し
た
書
簡
文
が
ど
の
よ
う
な
用
途
・
構
成
要
素
・
表
現
を
提
示
し
た
か

が
明
ら
か
で
な
い

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
第
三
期
国
定
読
本
に
お
け
る
書
簡
文
の
以
下
の
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

① 

口
語
体
の
課
や
内
容
は
ど
の
程
度
増
え
た
か
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② 

候
体
に
対
す
る
制
限
は
ど
う
進
ん
だ
の
か

す
な
わ
ち
、
①
に
つ
い
て
は
当
時
の
実
用
文
に
お
け
る
、
規
範
と
し
て
の
口
語
体

書
簡
文
の
特
徴
を
、
②
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
社
会
で
用
い
る
こ
と
が
常
識
と

な
っ
て
い
た
候
体
書
簡
文
に
関
し
、
義
務
教
育
卒
業
時
に
ど
の
程
度
の
知
識
・
技

能
を
持
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

本
稿
で
は
必
要
に
応
じ
て
第
二
期
国
定
読
本
と
第
三
期
国
定
読
本
の
比
較
も
行
う
。

以
下
本
稿
で
は
第
三
期
国
定
読
本
を
「
三
期
読
本
」、
第
二
期
国
定
読
本
を
「
二

期
読
本
」
と
表
記
す
る
。
な
お
、
二
期
読
本
の
一
部
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
木
坂

（
一
九
七
六
）や
古
田（
一
九
八
四
）の
指
摘
と
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
了
承
さ
れ
た

い
。

三　

分
析
の
前
提

　

橘（
一
九
九
八
）に
よ
る
と
、
書
簡
文
の
用
途
は
社
交
か
実
務
に
分
け
ら
れ
、
そ

の
下
位
分
類
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

社
交
＝
病
気
見
舞
い
、
災
害
見
舞
い
、
挨
拶
、
お
礼
、
お
祝
い

　
　

実
務
＝
依
頼
、
推
薦
、
照
会
、
回
答
、
通
知
、
案
内

さ
ら
に
、橘（
一
九
九
八
）で
は
手
紙
の
構
成
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

前
文
：
文
頭
の
挨
拶
＝
頭
語
、
時
候
の
挨
拶
、
相
手
側
の
安
否
確
認

　
　

本
文
＝
要
件

　
　

末
文
：
文
末
の
挨
拶
＝
本
文
の
総
括
、
余
情
、
末
尾
の
慣
用
表
現

　
　

後
付
け
＝
日
付
、
自
署
、
下
付
け
、
宛
名
、
敬
称
、
脇
付
、
追
伸

本
稿
で
も
こ
の
橘（
一
九
九
八
）の
用
途
分
類
・
構
成
要
素
に
依
拠
し
て
用
途
の
分

類
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
用
途
分
類
は
適
宜
細
分
化
し
た
。
ま
た
、
文
体
の

分
類
に
つ
い
て
は
文
末
詞
か
ら
判
断
し
た
。

　

な
お
、
候
体
書
簡
文
の
分
析
の
前
提
と
し
て
は
、
二
期
読
本
の
「
編
纂
趣
意

書
」
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。
三
期
読
本
の
「
編
纂
趣
意
書
」
で
は
、
こ
の
よ
う

な
文
章
タ
イ
プ
ご
と
の
編
纂
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
二
期

読
本
の
「
編
纂
趣
意
書
」
の
候
体
に
関
す
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
。

　
　

① 

口
語
書
簡
は
五
巻
第
二
十
一
課
よ
り
毎
巻
二
課
な
い
し
三
課
を
置
き
、
各

種
の
文
例
を
提
示
し
、
応
答
の
体
裁
を
示
す

　
　

② 

候
体
は
第
五
学
年
前
期
つ
ま
り
九
巻
か
ら
、
第
六
学
年
十
一
巻
ま
で
提
示

す
る

　
　

③ 

第
五
学
年
用
つ
ま
り
九
巻
と
十
巻
で
は
「
申
上
候
」「
願
上
候
」「
相
成

候
」「
存
候
」「
仕
候
」
に
限
り
、
送
り
仮
名
を
省
く
。
他
は
「
致
し
候
」

「
致
し
居
り
候
」「
驚
き
入
り
候
」
の
よ
う
に
送
り
仮
名
を
付
加
す
る
が
、

第
六
学
年
つ
ま
り
十
一
巻
か
ら
は
す
べ
て
送
り
仮
名
は
付
加
し
な
い
。
書

簡
文
の
特
例
を
示
し
、
漸
次
読
む
こ
と
に
熟
達
さ
せ
る

　
　

④ 

「
書
キ
方
手
本
」
で
は
読
本
中
の
書
簡
文
の
ほ
か
受
け
取
り
な
ど
の
簡
単

な
書
式
を
加
え
、
読
本
と
対
応
さ
せ
る
。
そ
の
際
に
十
巻
第
二
十
五
課
は

「
書
キ
方
手
本
」
で
は
断
り
の
返
事
を
提
示
す
る

以
上
、
上
記
の
内
容
を
前
提
と
し
、
次
節
か
ら
三
期
読
本
に
お
け
る
書
簡
文
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。
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四　

三
期
読
本
の
書
簡
文
の
概
要

　

三
期
読
本
で
は
四
巻
十
三
課
「
ゑ
は
が
き
」
か
ら
葉
書
書
簡
の
提
出
が
は
じ
ま

る
が
、
本
格
的
な
書
簡
文
の
提
出
は
五
巻
二
十
一
課
「
水
見
舞
い
」（
第
三
学
年
）

で
あ
る
。
用
途
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、「
ゑ
は
が
き
」
は
社
交（
挨
拶
）の
中
で
も

事
実
を
述
べ
た
書
簡
で
あ
り
、
実
務
の
書
簡
が
提
出
さ
れ
る
の
は
七
巻
二
十
六
課

「
注
文　

二
」
で
あ
る
。
な
お
、
書
簡
文
に
関
連
す
る
課
と
し
て
、
電
報
を
扱
っ

た
七
巻
二
十
五
課
「
電
報
」
と
七
巻
二
十
六
課
「
注
文　

一
」
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
口
語
常
体
で
あ
り
、
待
遇
表
現
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
二
期
読
本
で

は
五
巻
二
十
一
課
「
は
が
き
」
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
課
は
招
待
文
、

つ
ま
り
実
務（
案
内
）書
簡
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
読
本
に
お
い
て
書
簡
文

の
提
示
は
、
実
質
的
に
は
第
三
学
年
か
ら
開
始
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
書
簡
文
を
扱
う
課
の
全
文（
前
文
・
本
文
・
末
文
・
後
付
け
、
こ
れ
ら
の

要
素
に
つ
い
て
は
後
述
）を
分
析
の
対
象
に
す
る
。
た
だ
し
、
社
交
の
下
位
分
類
で

あ
る
挨
拶
の
書
簡
文
の
中
で
も
、
旅
信
に
つ
い
て
は
本
文
部
の
分
析
を
除
外
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
読
本
に
お
け
る
旅
信
書
簡
文
の
本
文
は
、
当
時
の
外
地
や
外

国
に
関
す
る
説
明
文
で
あ
り
、
書
簡
文
に
見
ら
れ
る
待
遇
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
出
に
く
く
、
読
み
手
へ
の
報
告（
事
実
説
明
）に
特
化
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
旅
信
書
簡
文
に
つ
い
て
は
前
文
・
末
文
・
後
付
け
の
み
を
分
析
の

対
象
に
す
る
。

　

表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
二
期
読
本
と
三
期
読
本
で
は
口
語
体
書
簡
と
候
体
書
簡

文
の
割
合
が
逆
転
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
期
読
本
で
は
書
簡
文
は
候
体
の
割

合
が
大
き
い
の
に
対
し
、
三
期
読
本
で
は
口
語
体
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
表
2
の
口
語
体
書
簡
文
一
覧
か
ら
、
二
期

読
本
で
候
体
で
書
か
れ
て
い
た
書
簡
文
の
多
く
が
、
三

期
読
本
で
口
語
体
書
簡
文
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
、
口
語
常
体
書
簡
文
は
、
す
べ
て
家
族
・

親
族
内
の
年
長
者
か
ら
年
少
者
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
口
語
敬
体
書
簡
文
に
つ
い
て
は
、
家
族
・
親

族
・
友
人
知
人
に
対
し
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
課
に

よ
っ
て
は
返
信
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
三
期
読
本
で
は
候
体
書
簡
文
が
大
幅
に
減
少
し
た
が
、

表
3
の
候
体
書
簡
文
の
一
覧
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
候
体
書
簡
文
は
第
五
学
年

か
ら
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
期
読
本
で
は
候
体
書
簡
文
の
初
出
は
第
四

学
年
で
あ
る
。
候
体
書
簡
に
つ
い
て
も
、
家
族
・
親
族
・
友
人
知
人
に
対
し
宛
て

た
も
の
で
あ
り
、
課
に
よ
っ
て
は
返
信
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
三
期
読
本
の
旅
信
書
簡
文
の
一
覧
を
表
4
で
示
し
た
。
二
期
読
本
で
は

候
体
の
旅
信
書
簡
が
二
つ
提
示
さ
れ
て
、
十
一
巻
九
課
「
臺
灣
よ
り
樺
太
へ
」、

同
二
十
四
課
「
樺
太
よ
り
臺
灣
へ
」
の
み
が
該
当
す
る
。
三
期
読
本
に
お
い
て
旅

信
書
簡
文
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
要
因
は
、
国
政
の
現
状
や
世
界
情
勢
に
通

じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め（
三
期
読
本
「
編
纂
趣
意
書
」）で
あ
る
。
一
つ

の
課
を
除
き
い
ず
れ
も
口
語
敬
体
で
あ
る
。

表 1　国定読本における書簡文　課数

二期読本 三期読本

口語体 6 16
候　体 10 6

　計 15 23
注：旅信書簡文含む　
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表 2　三期読本の口語体書簡文

タイトル 用　　途 常体／
敬体　 二期読本での相当課　斜体：候体書簡文

四巻 第十三課 ゑはがき 社交 挨拶 敬体 五巻　 第二十一課 はがき（文中書簡）

五巻 第二十一課 水見舞 社交 
災害見舞い 敬体 九巻　 第二十一課 水害見舞の文

六巻 第十一課 入營した兄から 社交 
挨拶（近況報告） 常体 十巻　 第十六課 兵營內の生活

六巻 第二十六課 伊勢參宮　一 社交 
挨拶（近況報告） 敬体 六巻　 第十二課 京都からの手紙

七巻 第四課 潮干狩
（文中書簡）

社交 
挨拶（近況報告） 敬体

七巻　 第二十課 桃をおくる手紙

八巻　 第四課 寫眞をおくる手紙

七巻 第二十六課 注文　二 実務 
注文とその返信 敬体 九巻　 第五課 註文狀

八巻 第十二課 手紙 実務 依頼 敬体 八巻　 第十九課 手紙

八巻 第二十七課 人を招く手紙 実務 勧誘 敬体
十巻　 第二十五課 講話會の案內文
十一巻 第十五課 招待狀

九巻 第十二課 弟から兄へ 社交 
挨拶（近況報告） 敬体 九巻　 第十三課 旅行先の父に送る手

紙

表 3　三期読本の候体書簡文

提 出 課 タイトル 用　　途 二期読本での相当課

九巻　 第二十三課

手紙　一 社交 挨拶（感謝） なし

手紙　二、三 実務 勧誘
十巻　 第二十五課 講話會の案內文

十一巻 第十五課 招待狀

九巻　 第二十四課 水兵の母（文中書簡） 実務 叱咤 九巻　 第七課 水兵の母
（文中書簡）

十巻　 第二十課
手紙　一 社交 挨拶（出産祝い）

なし
手紙　二 社交 挨拶（悔やみ）

十一巻 第十課 手紙 社交 見舞いとその返信 なし

十二課 第二十四課 舊師に呈す 社交 近況報告 なし

表 4　三期読本の旅信書簡文

提 出 課 タイトル 口語体／候体

六巻　 第二十六課 伊勢參宮　二 口語常体

七巻　 第十二課 大連だより 口語敬体 

八巻　 第十八課 アメリカ便り 口語敬体 

九巻　 第二課 トラック島便り 口語敬体

十巻　 第四課 馬市見物 口語敬体

十巻　 第十三課 京城の友から 口語敬体

十一巻 第二十三課 南米より（父の通信） 候体

十二巻 第八課 ヨーロッパの旅 口語敬体
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五　

語
彙
・
表
記

　

本
節
で
は
、
口
語
体
と
候
体
の
語
彙
・
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
た
だ
し
最
初

に
、
表
記
に
つ
い
て
は
読
本
内
に
お
い
て
同
一
語
句
同
士
で
も
若
干
の
揺
れ
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
口
語
体
書
簡
文
の
語
彙
・
表
記
上
の
変
更
点
と
し
て
は
、
両
者
に
同
一

の
内
容
が
提
示
さ
れ
て
い
る
課
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
れ
を
使
用
し
て
比
較
し
た

い
す
な
わ
ち
、
三
期
読
本
八
巻
十
二
課
「
手
紙
」
は
小
ぞ
う
と
主
人
と
の
往
復
書

簡
で
あ
り
、
主
な
変
更
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

①
別
の
語
句
に
書
き
換
え

　
　
　

一
先
↓
や
つ
と
、（
食
事
も
）進
み
ま
す
か
ら
↓
進
む
や
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
老
病
の
事
故
↓
老
體
の
こ
と
故
、
今
↓
も
う
、
御
許
し
↓
お
ひ
ま
、

思
つ
て
↓
案
じ
て
、
と
の
こ
と
で
御
座
い
ま
す
↓
と
存
じ
ま
す
、
お
願
い

で
す
が
↓
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す

　
　

②
漢
字
か
ら
ひ
ら
が
な
表
記
に
変
更

　
　
　

有
り
が
た
く
↓
あ
り
が
た
く
、
併
し
↓
し
か
し
、
御
座
い
ま
す
↓
ご
ざ
い

ま
す

　
　

③
ひ
ら
が
な
か
ら
漢
字
表
記
に
変
更

　
　
　

よ
ろ
こ
び
ま
し
て
↓
喜
び
ま
し
て
、
よ
ほ
ど
↓
餘
程
、
願
ひ
度
う
↓
願
ひ

た
う
、
ね
起
き
↓
寝
起
き
、
か
は
せ
↓
爲
替
、
す
き
な
↓
好
き
な

す
な
わ
ち
、
語
句
の
書
き
換
え
は
二
期
に
比
べ
て
日
常
的
な
も
の
に
変
更
す
る
一

方
、
待
遇
表
現
は
「
ご
ざ
い
ま
す
」
に
合
わ
せ
統
一
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
し

て
二
期
読
本
で
は
ひ
ら
が
な
表
記
だ
っ
た
語
彙
を
、
三
期
読
本
で
は
新
出
漢
字
を

用
い
て
漢
字
表
記
に
し
、
接
続
詞
や
文
末
詞
、
文
法
形
式
に
つ
い
て
は
二
期
読
本

で
漢
字
表
記
だ
っ
た
も
の
を
ひ
ら
が
な
に
変
更
し
て
い
る
。
表
記
に
つ
い
て
も
、

三
期
読
本
は
現
代
に
近
い
も
の
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

　

次
に
候
体
書
簡
文
の
表
記
で
あ
る
が
、
前
提
と
し
て
二
期
読
本
の
「
編
纂
趣
意

書
」
で
の
候
体
で
の
送
り
仮
名
の
扱
い
を
再
確
認
す
る
。

　
　

第
五
学
年
用
、
九
巻
と
十
巻
で
は
「
申
上
候
」「
願
上
候
」「
相
成
候
」「
存

候
」「
仕
候
」
に
限
り
送
り
仮
名
を
省
く
。
他
は
「
致
し
候
」「
致
し
居
り

候
」「
驚
き
入
り
候
」
の
よ
う
に
送
り
仮
名
を
付
加
し
、
第
六
学
年
用
の
十

一
巻
か
ら
は
す
べ
て
送
り
仮
名
を
付
加
し
な
い

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
三
期
読
本
で
の
候
体
の
送
り
仮
名
の
制
限
に
つ
い
て
見

て
み
る
と
、
基
本
的
に
は
二
期
読
本
と
骨
子
は
変
わ
ら
な
い
。
要
す
る
に
、「
申

上
候
」「
願
上
候
」「
仕
候
」
の
よ
う
に
、
送
り
仮
名
が
な
く
な
る
の
は
十
一
巻
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
期
読
本
で
送
り
仮
名
使
用
が
変
わ
っ
た
表
現
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
二
期
読
本
で
の
「
相
成
候
」「
存
候
」
は
、
三
期
読
本
で
は
「
相
成

り
候
」「
存
じ
候
」
と
送
り
仮
名
つ
き
の
表
記
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
候
体
表
記
に
お
け
る
二
期
読
本
と
三
期
読
本
の
重
要
な
相
違
と
し
て
、

三
期
読
本
で
は
十
一
課
・
十
二
課
の
候
体
書
簡
文
で
は
楷
書
で
は
な
く
行
書
が
用

い
ら
れ
て
い
る
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
期
の
「
尋
常
小
學
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国
語
書
キ
方
手
本
編
纂
趣
意
書
」（
以
下
「
書
キ
方
編
纂
趣
意
書
」）の
箇
所
で
後
述

す
る
。

　

三
期
「
書
キ
方
手
本
編
纂
趣
意
書
」
で
は
、
書
体
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。

　
　

① 

第
四
年
学
生
下
巻
か
ら
行
書
を
提
出
す
る

　
　

② 

第
五
学
年
か
ら
大
字
だ
け
で
な
く
細
字
・
中
字
も
提
出
し
、
第
五
学
年
下

巻
か
ら
は
行
書
の
割
合
を
増
加
す
る

　
　

③ 

第
六
学
年
か
ら
は
仮
名
は
す
べ
て
ひ
ら
が
な
、
漢
字
は
大
部
分
を
行
書
と

し
、
細
字
の
分
量
を
増
や
す

し
た
が
っ
て
、
二
期
読
本
の
「
編
纂
趣
意
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
候
体
書
簡
を
読

め
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
書
け
る
こ
と
も
目
標
に
し
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
い
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
三
期
読
本
の
「
書
キ
方
手
本
」
第
六
学
年
下
に
は
、
読
本
十

二
巻
掲
載
「
舊
師
に
呈
す
」
の
抜
粋
の
後
、
行
書
候
体
で
書
か
れ
た
受
取
状
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
同
種
の
書
簡
と
し
て
、
二
期
「
書
キ
方
手
本
」
に
も
、
二
期
読

本
九
巻
五
課
「
註
文
狀
」
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
商
業
書
簡
文
が
学
習
内

容
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
三
期
「
書
キ
方
手
本
」
に
お

け
る
受
取
状
の
提
出
理
由
は
、「
編
纂
趣
意
書
」
に
も
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、

担
当
者
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
二
期
読
本
と
全
体
的
な
傾
向
に
変
更
が
な
い

（
古
田
一
九
八
四
）こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
や
は
り
義
務
教
育
終
了
時
に
必
要

と
考
え
ら
れ
て
い
る
内
容
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
芳
賀
・
杉
谷（
一
九
一
四
）に
よ
れ
ば
、
本
来
書
簡
は
行
書
で
記
す
も

の
で
あ
り
、
楷
書
は
手
間
が
か
か
る
こ
と
、
な
ら
び
に
宛
名
を
書
く
際
に
楷
書
に

近
く
な
る
ほ
ど
尊
敬
の
程
度
も
比
例
し
、
目
下
に
行
く
ほ
ど
草
書
に
近
く
な
る
。

こ
れ
は
三
期
読
本
で
も
十
一
巻
・
十
二
巻
の
候
体
書
簡
を
見
る
と
、
宛
名
の
部
分

が
楷
書
で
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お

く
。
上
記
の
書
体
に
関
す
る
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
三
期
読
本
は
二
期
読
本
よ
り

も
、
書
体
の
面
で
は
実
際
の
書
簡
に
よ
り
近
づ
け
た
教
材
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
候
体
書
簡
の
表
記
と
い
う
点
で
は
、
二
期
と
三
期
の
各
「
書
キ
方
手

本
」
に
は
候
体
に
お
け
る
句
読
点
の
有
無
と
い
う
重
要
な
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
書
キ
方
手
本
」
に
お
い
て
、
二
期
で
は
掲
示
さ
れ
た
候
体
書
簡
文
に
句
読

点
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
三
期
で
は
句
読
点
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
候

体
書
簡
が
読
本
中
に
占
め
る
割
合
が
二
期
に
比
べ
下
が
る
一
方
で
、
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
提
出
す
る
学
年
が
上
が
り
、
書
く
こ
と
に
お
い
て
児
童
に
求
め
る
習
熟

度
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
芳
賀
・
杉
谷（
一
九

一
四
）や
山
田（
一
九
二
四
）を
見
て
も
、
候
体
の
文
例
に
句
読
点
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
句
読
点
を
付
加
す
る
こ
と
は
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

以
上
、
語
彙
・
表
記
に
関
す
る
三
期
読
本
書
簡
文
の
取
り
扱
い
を
、
二
期
読
本

と
対
照
さ
せ
て
記
し
た
。

六　

手
紙
の
構
成
要
素

①
前
文

　

口
語
体
書
簡
文
で
も
、
候
体
書
簡
文
で
も
、
書
簡
文
の
前
文
部
分
を
構
成
す
る

要
素
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
六
巻
「
入
營
し
た
兄
か
ら
」
は
兄
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か
ら
弟
へ
、
八
巻
「
手
紙
一
」
は
小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

國
で
は
初
雪
が
降
っ
た
さ
う
だ
ね
。
こ
っ
ち
は
國
よ
り
よ
ほ
ど
あ
た
ゝ
か
だ
。

洋
服
は
着
慣
れ
な
か
つ
た
の
で
、
は
じ
め
は
寒
い
や
う
に
思
つ
た
が
、
も
う

な
れ
た
。 

（
六
巻
十
一
課　

入
營
し
た
兄
か
ら
）

　
　

謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
取
分
け
お
い
そ
が
し
い
中
を
、
一
週
間
も
お
ひ
ま

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。

 
（
八
巻
十
二
課　

手
紙　

一　

小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
）

口
語
体
書
簡
文
で
は
頭
語
が
用
い
ら
れ
る
例
が
少
な
く
、
頭
語
よ
り
は
時
候
の
挨

拶
や
相
手
の
安
否
確
認
、
あ
る
い
は
要
件
の
前
提
と
な
る
事
態
に
言
及
が
見
ら
れ

る
。
一
方
、
候
体
書
簡
の
場
合
は
、
若
干
構
成
要
素
が
異
な
る
。
九
巻
の
「
手

紙
」
は
甥
か
ら
伯
父
へ
の
、
十
一
巻
十
課
は
友
人
同
士
の
書
簡
で
あ
る
。

　
　

昨
日
は
美
し
き
お
話
の
本
御
送
り
下
さ
れ
、
誠
に
有
難
く
存
じ
候
。

 

（
九
巻
二
十
三
課　

手
紙　

一
）

　
　

拜
啓
。
無
音
に
打
過
ぎ
、
失
例
仕
候
。 

（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

候
体
書
簡
で
も
要
件
の
前
提
と
な
る
事
態
に
言
及
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

典
型
的
に
は
「
拝
啓
」「
拝
復
」（
十
一
巻
十
課
「
手
紙
二
」）の
よ
う
な
頭
語
を
用
い

る
書
簡
文
が
典
型
的
で
あ
る
。
な
お
、
二
期
読
本
で
は
頭
語
だ
け
で
な
く
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
時
候
の
挨
拶
の
例
「
拜
啓
、
益
〻
御
健
勝
賀
し
奉
り
候
」（
二
期
十

一
巻
十
五
課
「
招
待
狀
三
」）が
見
ら
れ
た
。
三
期
読
本
で
は
こ
う
し
た
例
は
な
い
。

②
末
文

　

次
に
末
文
に
つ
い
て
例
を
見
て
い
く
。
先
に
口
語
体
書
簡
文
の
例
で
、
五
巻

「
水
見
舞
い
」
の
例
は
叔
母
か
ら
姪
へ
、
十
巻
「
京
城
の
友
か
ら
」
は
友
人
同
士

の
書
簡
文
で
あ
る
。

　
　

お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
に
は
、
取
り
ま
ぎ
れ
て
ま
だ
手
紙
も
上
げ
ず
に

居
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
申
し
て
下
さ
い
。

 

（
五
巻
二
十
一
課　

水
見
舞　

二
）

　
　

お
知
ら
せ
し
た
い
事
は
ま
だ
い
ろ
〳
〵
あ
り
ま
す
が
、
大
分
長
く
な
り
ま
し

た
か
ら
、
今
日
は
此
の
く
ら
ゐ
に
し
て
置
き
ま
す
。
ど
う
か
御
兩
親
樣
に
よ

ろ
し
く
。
お
つ
い
で
に
野
田
君
や
山
口
君
に
も
よ
ろ
し
く
。

 

（
十
巻
十
三
課　

京
城
の
友
か
ら
）

　

口
語
体
書
簡
で
は
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
余
情
の
表
現
で
あ
る
「
家
族
や
友
人
に

よ
ろ
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
」、「
手
紙
を
終
わ
る
」
と
い
っ
た
旨
の
も
の
が
多
い
。

た
だ
し
、
口
語
体
書
簡
で
も
こ
う
し
た
末
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
手
紙
で
あ

り
、
は
が
き
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
期
読
本
で
も
最
初
に
提

示
さ
れ
る
書
簡
文
で
の
例
「
お
か
あ
さ
ん
か
ら
も
よ
ろ
し
く
」（
二
期
五
巻
二
十
一

課
「
は
が
き
」）と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

一
方
、
候
体
書
簡
文
で
も
、
口
語
体
書
簡
と
同
様
の
余
情
の
表
現
が
見
ら
れ
る

が
、
末
尾
慣
用
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
十
一
巻
の
「
手
紙
」
は
友
人
同
士
に
よ
る

見
舞
い
と
そ
の
返
事
、
十
巻
「
手
紙
一
」
は
、
叔
母
か
ら
姪
へ
の
、
妹
誕
生
祝
い

の
手
紙
で
あ
る
。

　
　

先
づ
は
御
見
舞
ま
で
か
く
の
如
く
に
御
座
候
。
敬
具
。 （
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

　
　

皆
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
下
さ
れ
た
く
願
ひ
上
げ
候
。
か
し
こ
。

 

（
十
巻
十
一
課　

手
紙　

一
）

末
尾
慣
用
表
現
は
上
記
に
示
し
た
「
敬
具
」
が
多
い
。
た
だ
し
、「
草
々
」（
九
巻

二
十
三
課
「
手
紙
三
」）や
「
拝
具
」（
十
一
巻
十
課
「
手
紙
」）が
用
い
ら
れ
る
例
も
見
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ら
れ
た
。
前
者
は
「
拝
啓
―
草
々
」
と
、
現
在
の
書
簡
マ
ナ
ー
と
は
異
な
る
組
み

合
わ
せ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
で
提
示
し
た
十
一
巻
「
手
紙
」
で
使
用

さ
れ
た
「
か
し
こ
」
は
近
代
で
は
女
性
の
書
簡
に
見
ら
れ
る（
橘
一
九
九
八
）。
読

本
で
の
書
簡
文
は
、
性
差
の
あ
る
表
現
が
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
性
差
を

あ
え
て
出
さ
な
い
よ
う
に
提
示
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
、
三
期
読
本
で
は
二

期
読
本
の
よ
う
な
、
末
尾
慣
用
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
。
二
期
読
本
で

は
上
記
に
上
げ
た
表
現
の
ほ
か
、「
謹
言
」（
二
期
十
巻
二
十
五
課
「
講
話
會
の
案
內

文
」）、「
敬
白
」（
二
期
十
一
巻
十
五
課
「
招
待
狀
二
」）が
見
ら
れ
る
。

③
後
付
け

　

三
期
読
本
で
は
、
手
紙
文
に
は
す
べ
て
日
付
、
自
署
、
宛
名
が
見
ら
れ
た
。
本

項
で
は
自
署
と
宛
名
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、
親
族
間
の
書
簡
の
例
を
述
べ
る
。
読
本
で
は
親
族
・
家
族
同
士
の
書
簡

か
ら
友
人
・
知
人
の
書
簡
へ
と
、
書
き
手
と
受
け
取
り
手
の
関
係
性
を
ウ
チ
か
ら

ソ
ト
へ
と
広
げ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

叔
母
よ
り
／
竹
子
樣 

（
叔
母
↓
姪
：
五
巻
二
十
一
課　

水
見
舞　

二
）

　
　

兄
か
ら
／
千
太
ど
の 

（
兄
↓
弟
：
六
巻
十
一
課　

入
營
し
た
兄
か
ら
）

　
　

正
夫
／
叔
父
上
樣 

（
甥
↓
叔
父
：
七
巻
四
課　

潮
干
狩
り
）

　

年
長
者
か
ら
年
少
者
へ
の
例
は
、「
様
」
と
「
殿
」
が
見
ら
れ
た
。「
殿
」
は
目

下
の
者
へ
の
尊
称
と
さ
れ
る（
山
田
一
九
二
四
）。
そ
れ
に
対
し
「
水
見
舞
い
」
に

て
叔
母
が
姪
に
、
同
等
・
目
上
の
者
へ
の
尊
称（
山
田
一
九
二
四
）と
さ
れ
る
「
様
」

を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
書
き
手
が
女
性
だ
か
ら
か
、
用
途
が
見
舞
い
と
い
う

フ
ォ
ー
マ
ル
度
の
高
い
社
交
に
よ
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。
な
お
、
右
に
上
げ

た
例
で
は
「
殿
」
は
ひ
ら
が
な
表
記
だ
が
、
九
課
二
課
「
ト
ラ
ッ
ク
島
便
り
」
で

は
伯
父
か
ら
甥
へ
の
宛
名
が
「
松
太
郎
殿
」
と
漢
字
表
記
に
な
っ
て
お
り
、
新
出

漢
字
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
目
下
か
ら
目
上
は
「
様
」
が

用
い
ら
れ
、
そ
れ
は
兄
弟
間
で
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
親
族
・
家
族
の

場
合
は
、
年
少
者
は
名
前
を
、
年
長
者
は
家
族
名
詞
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
年
少

者
が
名
前
を
記
す
こ
と
は
、
芳
賀
・
杉
谷（
一
九
一
四
）で
は
、
親
戚
の
同
輩
以
下

か
ご
く
親
し
い
友
人
に
対
し
て
の
み
許
容
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。　

　

友
人
・
知
人
の
場
合
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
　

春
子
／
松
子
樣 

（
友
人
同
士
：
八
巻
二
十
七
課　

人
を
招
く
手
紙　

一
）　

　
　

村
尾
甲
藏
／
浅
吉
殿

 

（
小
僧
↓
主
人
：
八
巻
十
二
課　

手
紙　

二　

主
人
か
ら
小
僧
へ
）

　
　

山
口
屋
小
三
郎
／
高
田
屋
定
吉
殿

 

（
取
引
相
手
同
士
：
七
巻
二
十
六
課　

注
文　

二
）

す
な
わ
ち
、
同
等
の
者
に
対
し
て
も
、「
人
を
招
く
手
紙　

一
」
で
は
女
児
で
あ

れ
ば
「
様
」
を
用
い
て
お
り
、「
手
紙
」
の
主
人
は
自
署
と
し
て
姓
名
を
、
小
僧

に
は
「
浅
吉
殿
」
と
名
前
に
「
殿
」
を
付
加
し
た
書
き
方
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

「
注
文
」
に
お
い
て
は
自
署
は
屋
号
と
名
前
、
宛
名
は
屋
号
名
前
に
「
殿
」
を
使

用
し
て
い
る
。
芳
賀
・
杉
谷（
一
九
一
四
）に
よ
れ
ば
、「
様
」
は
私
名
に
、
官
名
公

名
に
は
「
殿
」
を
使
用
す
る
と
さ
れ
、
商
習
慣
上
の
書
簡
の
書
き
方
の
一
例
を
児

童
に
示
し
て
い
る
。

　

日
付
・
自
署
・
宛
名
の
書
き
方
は
二
期
読
本
で
も
基
本
的
に
は
変
わ
り
が
な
い

が
、
女
児
の
宛
名
の
書
き
方
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
三
期
読
本
で
は
例
に
示

し
た
よ
う
に
名
前
を
提
示
し
て
い
る
が
、
二
期
読
本
で
は
家
族
・
親
族
に
は
「
お

第三期国定読本における書簡
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ち
よ
さ
ま
」（
二
期
五
巻
二
十
一
課
「
は
が
き
」）の
よ
う
に
、「
お
○
○
＋
敬
称
」
を

用
い
て
い
る
。『
口
語
法
』（
一
九
一
六
＝
大
正
五
年
）に
も
こ
の
種
の
用
法
が
提
示

さ
れ
て
い
る
が
、
三
期
読
本
で
は
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
後
付
け
に
は
、
二
期
読
本
と
三
期
読
本
の
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
追
伸
部
分
の
有
無
で
あ
る
。
三
期
読
本
で
は
追
伸
部
分
が
な
い
が
、

二
期
読
本
で
は
候
体
書
簡
文
に
お
い
て
、「
尚
々
久
し
く
拜
借
致
し
居
り
候
農
業

一
夕
話
、
…
」（
二
期
十
巻
二
十
五
課
「
講
話
會
の
案
內
文
」）の
よ
う
な
追
伸
の
例
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

　

こ
こ
か
ら
、
前
文
、
末
文
及
び
後
付
け
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
構
成
要
素
に
つ
い
て
、
二
期
読
本
も
三
期
読
本

も
構
成
要
素
そ
の
も
の
は
加
減
が
な
い
。
し
か
し
、
頭
語
、
末
尾
の
慣
用
表
現
に

つ
い
て
は
、
二
期
読
本
で
見
ら
れ
た
多
様
性
は
三
期
読
本
に
お
い
て
な
く
な
っ
て

い
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、「
よ
り
基
本
的
な
表
現
を
選
び
提
示
す
る
」
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

七　

語
法
と
表
現

　

本
項
で
は
主
に
敬
語
を
中
心
に
、
三
期
読
本
で
見
ら
れ
る
語
法
や
表
現
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。
な
お
敬
語
に
つ
い
て
は
、
菊
地（
二
〇
〇
三
）の
尊
敬
語
、
謙
譲
語

Ａ
、
謙
譲
語
Ｂ
、
謙
譲
Ａ
Ｂ
、
丁
寧
語
の
五
分
類
に
依
拠
す
る
。

①
口
語
体
書
簡
文

　

先
に
口
語
体
書
簡
文
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
尊
敬
語
の
例
で
は
以
下

の
も
の
が
見
ら
れ
た
。

　
　
〈
友
人
に
〉
お
晝
前
に
い
ら
つ
し
や
い （
八
巻
二
十
七
課　

人
を
招
く
手
紙　

一
）

　
　
〈
お
父
さ
ん
が
〉
二
三
日
見
物
し
て
歸
ら
れ
る
そ
う
で
す

 

（
六
巻
二
十
六
課　

伊
勢
參
宮　

一
）

　
　
〈
小
僧
に
〉
ゆ
っ
く
り
看
病
し
て
お
上
げ
な
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

 

何
か
好
き
な
も
の
を（
筆
者
注
：
お
ば
あ
さ
ん
に
）買
つ
て
上
げ
て

く
だ
さ
い 

（
八
巻
十
二
課　

手
紙　

二　

主
人
か
ら
小
ぞ
う
へ
）

「
人
を
招
く
手
紙　

一
」
で
は
、「
で
す
・
ま
す
」
の
付
加
し
な
い
尊
敬
語
の
形

式
が
友
人
同
士
の
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
使
用
は
、
現
代
で
は
中
年

以
上
の
女
性
が
同
等
・
目
下
に
対
し
て
用
い
る（
宇
佐
美
二
〇
〇
一
）と
さ
れ
る
。

三
期
読
本
で
も
女
性
同
士
の
書
簡
で
あ
る
た
め
、
こ
の
種
の
表
現
を
用
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。「
手
紙　

二　

主
人
か
ら
小
ぞ
う
へ
」
で
は
、
同
一
書
簡
上
に
お
い

て
丁
寧
さ
に
相
違
の
あ
る
例
「
看
病
し
て
お
上
げ
な
さ
い
」「
買
つ
て
上
げ
て
く

だ
さ
い
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
尊
敬
語
の
使
用
は
、
被
雇
用
者
の
依

頼
に
対
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
返
信
と
い
う
よ
り
、
年
長
者
ら
し
い
思
い
や
り
を
表

し
て
お
り
、
先
の
「
人
を
招
く
手
紙　

一
」
の
例
と
共
通
す
る
面
が
あ
る
。
ま
た
、

家
族
内
年
長
者
が
読
み
手
も
し
く
は
話
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
提
示
し
た
「
伊

勢
參
宮　

一
」
の
例
の
よ
う
に
、
そ
の
人
物
の
動
作
を
尊
敬
語
で
示
す
例
が
し
ば

し
ば
読
本
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
待
遇
表
現
の
「
身
内
を
高
め
な
い
」
と

い
う
原
則（
菊
地
二
〇
〇
三
）か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。

　

次
に
、
謙
譲
語
Ａ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
の
種
の
例
で
は
尊
敬
語
と
同
様
の

傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
　

 

お
と
う
さ
ん
に
う
か
ゞ
い
ま
す
と
、
叔
母
さ
ん
の
町
に
大
水
が
出
た
さ
う
で

す 

（
五
巻
二
十
一
課　

水
見
舞
い　

一
）
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 〈
友
人
に
〉
こ
れ（
筆
者
注
：
桜
）だ
け
は
お
目
に
か
け
た
い
と
思
ひ
ま
す 

 

（
五
巻
四
課　

松
太
郎
の
日
記
）

　
　

 

お
呼
び
す
る
の
は
大
抵
近
所
の
人
で
、
あ
な
た
が
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

ば
か
り
で
す 

（
八
巻
二
十
七
課　

人
を
招
く
手
紙　

一
）

す
な
わ
ち
、「
水
見
舞
い　

一
」
の
例
も
家
族
内
年
長
者
で
あ
る
父
を
高
め
て
い

る
。「
松
太
郎
の
日
記
」
で
は
小
学
生
同
士
の
書
簡
な
が
ら
謙
譲
語
Ａ
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
す
で
に
尊
敬
語
も
謙
譲
語
Ａ
も
当
該
課
以
前
で
使
用
さ
れ
て
い
る

た
め
提
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
人
を
招
く
手
紙　

一
」
の
例
は
書
き

手
が
招
待
す
る
近
所
の
人
を
高
め
て
お
り
、
第
三
者
敬
語
と
い
う
点
で
は
「
水
見

舞
い　

一
」
と
も
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
第
三
者
敬
語
が
用
い
ら
れ
る
例
は
、

読
本
内
で
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
二
期
読
本
で
は
、
接
頭
辞
「
お
」
に
形
容
詞

を
付
加
し
、
書
き
手
の
感
情
を
謙
譲
語
Ａ
で
述
べ
る
例（
二
期
七
巻
五
課
「
問
合
の

手
紙
」
の
「
お
う
ら
や
ま
し
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
」）も
見
ら
れ
た
が
、
三
期
読
本
で
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
少
数
な
が
ら
謙
譲
語
Ａ
Ｂ
の
例
も
見
ら
れ
た
。

　
　

お
と
う
さ
ん
へ
電
報
で
御
返
事
を
い
た
し
た
や
う
に
、
…

 

（
五
巻
二
十
一
課　

水
見
舞
い　

一
）

謙
譲
語
Ａ
Ｂ
は
菊
地（
二
〇
〇
三
）に
よ
れ
ば
、
補
語
を
高
め
、
か
つ
主
語
を
低
め

る
こ
と
で
、
聞
き
手
へ
の
丁
重
さ
を
表
す
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
一
例
だ
け
で
あ
っ

た
。

　

そ
し
て
三
期
読
本
で
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
謙
譲
語
Ｂ
で
あ
る
。

　
　

あ
り
が
た
淚
を
こ
ぼ
し
て
居
り
ま
す

 

（
八
巻
十
二
課　

手
紙　

一　

小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
）

　
　
〈
読
み
手
で
あ
る
姪
が
自
分
の
両
親
に
い
う
こ
と
を
依
頼
〉
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
申
し
て
下
さ
い 

（
五
巻
二
十
一
課　

水
見
舞　

二
）

　
　

醫
者
の
申
す
所
で
は（
中
略
） （
八
巻
十
二
課　

手
紙　

一　

小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
）

　
　

や
つ
と
安
心
致
し
ま
し
た 

（
八
巻
十
二
課　

手
紙　

一　

小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
）

　

菊
地（
二
〇
〇
三
）に
よ
れ
ば
謙
譲
語
Ｂ
は
補
語
を
低
め
る
こ
と
で
、
聞
き
手
へ

の
丁
重
さ
を
示
す
と
さ
れ
、
読
本
書
簡
文
で
は
「
居
る
」「
申
す
」「
致
す
」
の
使

用
が
多
く
見
ら
れ
、「
居
る
」
は
補
助
動
詞
、「
申
す
」
は
本
動
詞
、「
致
す
」
は

本
動
詞
と
補
助
動
詞
両
方
の
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
謙
譲
語
Ｂ
の
使
用
が
多
く

見
ら
れ
る
要
因
は
、
書
簡
は
対
話
の
代
用
で
あ
り
相
手
と
の
社
会
的
人
間
関
係
が

特
定
さ
れ
る
た
め
に
待
遇
性
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
、
橘（
一
九
九
八
）の
主
張
が

妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
三
期
読
本
で
の
謙
譲
語
Ｂ
「
申
す
」
は
現
代
の
用
法
と
は
異
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
水
見
舞
い
」
の
例
は
〈
姪
が
叔
母
か
ら
の
挨
拶
を
両
親
に
伝

え
る
〉
こ
と
を
伯
母
が
姪
に
依
頼
し
て
い
る
、
つ
ま
り
動
作
主
は
姪
で
あ
る
。
現

代
で
は
謙
譲
語
Ｂ
の
動
作
主
は
書
き
手
、
も
し
く
は
書
き
手
に
と
っ
て
ウ
チ
の
存

在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
書
簡
で
は
そ
う
し
た
制
約
が
破
ら
れ
、
叔
母
に

と
っ
て
ソ
ト
で
あ
る
姪
の
動
作
を
、
ウ
チ
の
人
物
に
よ
る
動
作
を
示
す
「
申
す
」

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
現
代
か
ら
見
れ
ば
若
干
違
和
感
が
あ
る
。
八
巻
「
手
紙　

一　

小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
」
の
「
醫
者
の
申
す
」
も
、
書
き
手
自
身
が
動
作
主
体

で
は
な
く
動
作
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
申
す
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
医
者
の
発
言
は
書
き
手
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
代
で
あ
れ

ば
敬
語
を
使
用
せ
ず
「
醫
者
の
言
う
」、
あ
る
い
は
第
三
者
敬
語
を
使
っ
た
「
醫

者
の
お
っ
し
ゃ
る
」
な
ど
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
「
申
す
」
の
使
用
は
二

第三期国定読本における書簡
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期
読
本
で
も
見
ら
れ
、「
母
が（
中
略
）草
花
を
ほ
し
い
〳
〵
と
申
し
て
居
り
ま
す
」

（
二
期
七
巻
五
課
「
問
合
の
手
紙
」）と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
三
期
読
本
書
簡

に
お
け
る
謙
譲
語
Ｂ
は
、
主
体
が
書
き
手（
も
し
く
は
そ
の
人
物
に
と
っ
て
ウ
チ
の
人

物
）を
低
め
る
と
い
う
制
約
よ
り
、
読
み
手（
あ
る
い
は
「
水
見
舞
い
」
な
ら
挨
拶
の
受

け
手
で
あ
る
姪
の
両
親
）に
対
す
る
丁
重
さ（
菊
地
二
〇
一
〇
）を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
現
在
で
は
謙
譲
語
Ｂ
に
は
「
い
た
し
ま
す
」
の
よ
う
に
「
で

す
・
ま
す
」
を
付
加
し
て
使
用
す
る
が
、「
水
見
舞
い　

二
」
の
「
致
す
」
の
例

の
よ
う
に
、
三
期
読
本
で
は
「
で
す
・
ま
す
」
が
付
加
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

る
と
、
古
田（
一
九
八
四
）が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
が
敬
語
に
関
す
る
口
語
体
書
簡
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
も
う
少

し
対
象
を
広
げ
、
書
簡
文
で
よ
く
見
ら
れ
る
実
務
の
書
簡
の
中
か
ら
待
遇
表
現
を

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
最
初
に
依
頼
に
関
す
る
表
現
を
見
て
い
く
。

　
　
〈
兄
に
〉
う
ち
の
事
は
す
べ
て
御
安
心
く
だ
さ
い

 

（
九
巻
十
二
課　

弟
か
ら
兄
へ
）

　
　
〈
主
人
に
〉
ま
こ
と
に
勝
手
が
ま
し
い
お
願
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
う
四
五

日
の
と
こ
ろ
お
ひ
ま
を
願
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
八
巻
十
二
課　

手
紙　

一　

小
ぞ
う
か
ら
主
人
へ
）

　
　
〈
知
人
に
〉
ま
こ
と
に
ご
苦
勞
さ
ま
で
す
が
、 （
中
略
）お
出
で
を
願
ひ
た
う

ご
ざ
い
ま
す 

（
八
巻
二
十
七
課　

人
を
招
く
手
紙　

二
）

　
　
〈
知
人
に
〉
お
心
や
す
い
方
に
お
出
で
を
願
つ
て
、
ほ
ん
の
心
ば
か
り
の
祝

を
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
同
日
午
前
十
時
ま
で
に
、
ど
う
ぞ
御
來
車
を
願

ひ
ま
す 

（
八
巻
二
十
七
課　

人
を
招
く
手
紙　

二
）

依
頼
の
表
現
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ま
ず
、「
弟
か
ら

兄
へ
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
ご
安
心
下
さ
い
」
や
、
尊
敬
語
の
説
明
部
分
で
す

で
に
述
べ
た
八
巻
「
手
紙　

二　

主
人
か
ら
小
ぞ
う
へ
」
の
「
買
っ
て
あ
げ
て
下

さ
い
」
以
外
に
は
、「
〜（
て
）く
だ
さ
い
」
を
使
用
し
た
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
三
期
読
本
書
簡
文
で
は
「
〜
く
だ
さ
い
」
と
い
う
形
式
を
用
い
て
い
る

の
は
、
読
み
手
が
書
き
手
に
と
っ
て
ウ
チ
に
近
い
、
あ
る
い
は
行
為
実
行
の
負
担

が
読
み
手
に
と
っ
て
低
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
読
み
手

が
書
き
手
に
と
っ
て
ソ
ト
の
人
物
で
あ
る
場
合
、
八
課
「
人
を
招
く
手
紙　

二
・

三
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
〜
た
く（
た
う
）ご
ざ
い
ま
す
」
あ
る
い
は
「
〜
を
願
ひ

ま
す
」
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
直
接
的
に
読
み
手
に
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、

読
み
手
の
行
為
が
実
現
す
る
と
い
う
願
望
を
持
つ
こ
と
を
示
す
表
現
を
使
用
し
て

お
り
、
慶
弔
行
事
に
関
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
書
簡
と
い
う
こ
と
も
、
こ
う
し
た
表

現
を
用
い
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
招
待
の
書
簡
に
お
い
て
、
勧

誘
の
表
現
を
使
用
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
。

　
　

面
白
い
こ
と
を
し
て
遊
び
ま
せ
う 

（
八
巻
二
十
七
課　

人
を
招
く
手
紙　

一
）

こ
の
例
は
自
分
の
誕
生
日
祝
い
を
す
る
た
め
の
、
友
人
へ
の
気
安
い
誘
い
で
あ
る
。

先
の
「
〜
た
く
ご
ざ
い
ま
す
」
の
よ
う
な
、
婉
曲
的
表
現
に
す
る
必
要
が
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
依
頼
の
表
現
で
は
、「
ま
こ
と
に
勝
手
が
ま
し
い
お
願
で
ご
ざ
い
ま
す

が
」（
八
課
十
二
課
「
手
紙　

一
」）、「
ま
こ
と
に
ご
苦
勞
さ
ま
で
す
が
」
の
よ
う
な
、

依
頼
相
手
で
あ
る
読
み
手
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
こ
と
ば
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
た
。
つ
い
で
に
こ
こ
で
丁
寧
語
「
ご
ざ
い
ま
す
」
の
使

用
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
読
本
の
口
語
敬
体
書
簡
文
で
は
名
詞
・
形
容
詞
述
語
文

で
は
「
ご
ざ
い
ま
す
」
の
使
用
が
非
常
に
多
い）2
（

。
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
で
、
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ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
の
例
と
し
て
提
示
し
た
「
ご
苦
勞
さ
ま
で
す
が
」
は
、
当
該
書

簡
文
の
文
末
が
「
致
し
ま
す
」「
ご
ざ
い
ま
す
」
の
よ
う
な
謙
譲
語
Ｂ
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
若
干
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
印
象
を
受
け
る
。「
で
す
」
が

使
用
さ
れ
る
の
は
、
書
き
手
の
動
作
・
状
態
・
感
情
感
覚
・
思
考
以
外
の
事
物
描

写（
七
巻
十
二
課
「
大
連
だ
よ
り
」
の
「
…
其
の
葉
の
美
し
い
さ
か
り
で
す
」
の
例
な
ど
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
該
例
は
読
本
口
語
体
書
簡
文
の
中
で
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
そ
の
他
気
づ
い
た
語
法
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
述
べ
た
い
。

　
　

ハ
ワ
イ
か
ら
出
し
た
繪
葉
書
は
見
ま
し
た
ろ
う
ね
。

 
（
八
巻
十
八
課　

ア
メ
リ
カ
便
り　

一
）

現
代
で
あ
れ
ば
「
見
た
で
し
ょ
う
」
と
な
る
。『
口
語
法
』
で
は
第
三
種
活
用
の

助
動
詞
で
過
去
を
表
す
「
た
」
の
活
用
形
と
し
て
「
〜
た
ろ
う
」
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
当
該
文
も
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
書
簡
文
に
お
け
る

「
か
」
以
外
の
終
助
詞
の
付
加
は
、
二
期
読
本（
八
巻
四
課
「
寫
眞
を
お
く
る
手
紙
」

の
「
伯
母
樣
お
笑
ひ
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」）で
も
見
ら
れ
、
ウ
チ
の
関
係
に
あ

る
親
し
み
あ
る
相
手
へ
の
書
簡
に
現
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
口
語
体
書
簡
文
の
語
法
に
つ
い
て
、
敬
語
を
中
心
に
見
て
き
た
。

三
期
読
本
で
は
提
示
さ
れ
る
口
語
体
書
簡
文
は
、
五
巻
二
十
一
課
「
水
見
舞
い
」

を
除
き
、
八
巻
か
ら
書
簡
文
の
構
成
要
素
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
備
え
た
も
の
に
か
わ

り
、
そ
れ
に
伴
い
待
遇
表
現
が
高
度
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

具
体
的
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
こ
と
ば
の
使
用
、
謙
譲
語
Ｂ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
増

加
が
八
課
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
二
期
読
本
と

の
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
二
期
読
本
で
は
、
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
五
巻
二
十
一
課

「
は
が
き
」
か
ら
、
尊
敬
語
、
謙
譲
語
Ａ
お
よ
び
丁
寧
語
を
使
用
し
、
構
成
要
素

と
し
て
は
末
文
も
備
え
て
お
り
、「
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
し
て
の
書
簡
」
と
い
う
考

え
に
基
づ
い
た
教
材
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
三
期
読
本
は
児
童
の
日
常
生

活
に
関
す
る
も
の
を
提
示
す
る
と
い
う
「
編
纂
趣
意
書
」
の
指
摘
の
通
り
に
提
示

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
期
読
本
で
は
、
書
簡
文
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
事
実

を
報
告
す
る
文
章（
の
一
類
型
）と
し
て
、
低
学
年
の
段
階
で
は
書
簡
文
が
採
用
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
期
読
本
で
は
書
簡
文
の
提
出
自
体
は
二
期
読
本
よ
り
早

く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
五
巻
二
十
一
課
「
水
見
舞
い
」
か
ら
書

簡
文
の
扱
い
を
開
始
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

②
候
体
書
簡
文

　

候
体
の
敬
語
に
つ
い
て
は
山
田（
一
九
二
四
）が
詳
述
し
て
お
り
こ
れ
に
依
拠
し
、

尊
敬
と
謙
譲（
山
田
一
九
二
四
で
は
前
者
を
敬
称
、
後
者
を
謙
称）
3
（

）と
に
分
け
て
扱
う
。

　

ま
ず
、
尊
敬
語
の
例
を
見
て
い
く
が
、
三
期
読
本
の
候
体
書
簡
文
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
。

　
　

二
人
と
も
よ
く
勉
强
し
居
ら
る
る
由
、
安
心
致
候

 

（
十
一
巻
二
十
三
課　

南
米
よ
り
の
手
紙
）

　
　

御
祖
母
樣
に
は
先
日
よ
り
御
病
氣
の
處（
中
略
）去
る
十
九
日
遂
に
御
死
去
遊

ば
さ
れ
候
由
、 

（
十
巻
二
十
課　

手
紙　

二
）

　
　

村
の
方
々
は
、
朝
に
夕
に
御
世
話
下
さ
れ
、（
中
略
）親
切
に
お
ほ
せ
下
さ
れ

候 

（
九
巻
二
十
四
課　

水
兵
の
母　

文
中
の
手
紙
）

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、「
尊
敬
本
動
詞
＋
尊
敬
補
助
動
詞
」、
あ
る
い
は
「
御
○

○
＋
補
助
動
詞
」
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
南
米
よ
り
の
手
紙
」

第三期国定読本における書簡

(13) 156



で
は
書
き
手
が
自
身
の
子（
読
み
手
）に
対
し
、「
勉
强
し
居
る
」
＋
尊
敬
の
助
動

詞
「
ら
る
」）
4
（

を
用
い
た
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
十
巻
「
手
紙　

二
」
で
は
悔
や
み

の
文
の
冒
頭
で
あ
る
が
、
尊
敬
語
「
御
＋
名
詞
」、
な
ら
び
に
補
助
動
詞
「
遊
ば

す
」
＋
尊
敬
の
助
動
詞
「
る
」
を
用
い
て
、
極
め
て
フ
ォ
ー
マ
ル
な
書
簡
に
お
い

て
心
か
ら
の
弔
意
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
水
兵
の
母
」
文
中
書
簡
で
も
同
様

で
、
補
助
動
詞
「
下
さ
る
」
を
用
い
、
村
の
人
々
を
高
め
て
い
る
。
な
お
、「
遊

ば
す
」
は
、
二
期
読
本
書
簡
文
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
謙
譲
語
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
た
。

　
　

こ
れ
も
全
く
先
生
方
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
致
居
り
候

 
（
十
二
巻
二
十
四
課　

舊
師
に
呈
す
）

　
　

今
度
始
（
マ
マ
）め

て
妹
を
得
ら
れ
候
事
、
御
前
樣
の
御
喜
さ
ぞ
か
し
と
察
し
申
し
候

 
（
十
巻
二
十
課　

手
紙　

一
）

　
　

一
日
も
早
く
御
全
快
な
さ
れ
候
樣
切
に
祈
り
申
候 
（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

　
　

い
よ
〳
〵
御
な
つ
か
し
く
存
じ
奉
り
候

　
　

御
手
紙
拜
見
致
候 

（
十
一
巻
二
十
三
課　

南
米
よ
り
の
手
紙
）

　
　

御
轉
任
な
さ
れ
候
佐
野
先
生
、
ご
病
氣
の
由
承
り
候

 

（
九
巻
二
十
三
課　

手
紙　

三
）

　
　

或
は
仰
に
従
ひ
、
其
の
中
御
地
へ
參
り
候
や
も
は
か
り
難
く
候

 

（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

多
く
の
例
は
、「
謙
譲
語
本
動
詞
＋
謙
譲
語
補
助
動
詞
」
の
パ
タ
ー
ン
を
取
り
、

補
助
動
詞
「
致
す
」「
申
す
」「
仕
る
」
は
特
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
山
田（
一
九

二
四
）で
は
謙
譲
語
の
中
の
下
位
分
類
は
存
在
し
な
い
が
、
大
部
分
は
菊
地（
二
〇

〇
三
）の
い
う
謙
譲
語
Ａ
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
補
助
動
詞
と
し

て
は
「
奉
る
」
見
ら
れ
た
が
、
二
期
読
本
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

「
仕
る
」
に
つ
い
て
は
、
二
期
読
本
で
は
「
安
心
仕
候
」（
二
期
九
巻
十
三
課
「
旅

行
先
の
父
に
送
る
手
紙
」）の
よ
う
に
、
本
動
詞
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
た
が
、

三
期
読
本
で
は
「
拝
見
仕
る
」
に
固
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
少
数
な
が
ら
謙
譲

語
の
本
動
詞
の
使
用
が
見
ら
れ
、「
承
る
」「
参
る
」
が
該
当
す
る
。

　

ま
た
候
体
特
有
の
謙
譲
表
現
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
三
期
読
本
で
見
ら
れ

た
。

　
　

熱
も
凡
そ
二
週
間
餘
り
に
て
全
く
相
去
り
申
し
候 

（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

　
　

御
承
知
の
通
り
當
地
に
は
温
泉
こ
れ
あ
り 

（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

　
　

先
づ
は
御
見
舞
ま
で
か
く
の
如
く
に
御
座
候 

（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

山
田（
一
九
二
四
）の
記
述
を
現
代
で
の
敬
語
体
系
に
即
し
て
捉
え
る
と
、「
相
〜
」

は
丁
重
語
的
で
あ
り
謙
譲
語
的
性
質
も
持
ち
、
か
つ
慣
例
に
あ
る
も
の
に
限
り
使

用
さ
れ
る
。
三
期
読
本
で
は
他
に
「
若
し
御
來
光
相
計
り
候
は
ば
」（
十
一
巻
十
課

「
手
紙
」）と
「
今
日
に
相
成
り
申
し
候
」（
十
一
巻
十
課
「
手
紙
」、
十
二
巻
二
十
四
課

「
舊
師
に
呈
す
」）が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
期
読
本
で
は
「
祝
宴
相
開
き
」
な

ど
の
例
も
見
ら
れ
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
い
。
一
方
、「
こ
れ
〜
」
に
つ
い
て

は
存
在
を
表
す
「
あ
る
」
に
付
加
す
る（
山
田
一
九
二
四
）表
現
で
あ
る
。
三
期
読

本
で
は
「
こ
れ
な
く
」（
十
二
巻
二
十
四
課
「
舊
師
に
呈
す
」）も
見
ら
れ
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
二
期
読
本
と
の
相
違
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
御
座
候
」
も
山

田（
一
九
二
四
）に
よ
れ
ば
、
存
在
を
表
す
も
の
と
文
末
詞
に
相
当
す
る
も
の）5
（

に
分

か
れ
る
。
三
期
読
本
で
は
文
末
詞
に
相
当
す
る
例
も
見
ら
れ
た
。「
御
座
候
」
は

二
期
読
本
で
は
文
末
詞
に
相
当
す
る
例
「
お
喜
に
御
座
候
」（
二
期
九
巻
十
三
課

「
旅
行
先
の
父
に
送
る
手
紙
」）だ
け
で
な
く
、
存
在
を
表
す
例
「
人
員
點
呼
も
御
座
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候
」（
二
期
十
巻
十
六
課
「
兵
營
內
の
生
活
」）も
見
ら
れ
た
。

　

な
お
、
本
節
で
も
依
頼
に
関
す
る
待
遇
表
現
を
扱
う
。

　
　

小
包
に
て
粗
末
な
る
物
、
赤
さ
ん
の
御
着
物
に
も
と
御
送
り
致
し
候
間
、
裁

縫
の
お
け
い
こ
に
御
仕
立
て
下
さ
れ
た
く
候 

（
十
巻
二
十
課　

手
紙　

一
）

　
　

尚
當
地
の
葛
粉
少
々
御
見
舞
の
印
ま
で
に
御
送
り
申
上
候
間
、
御
受
納
下
さ

れ
度
候 

（
十
一
巻
十
課　

手
紙
）

三
期
読
本
で
は
「
〜
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
を
依
頼
を
表
す
形
式
に
用
い
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
願
望
の
助
動
詞
「
〜
た
し
」
を
含
ん
で
い
る
と

い
う
点
で
は
、
口
語
体
書
簡
文
と
同
様
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
年

が
進
む
と
「
〜
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
だ
け
で
な
く
、
推
量
・
意
志
を
表
す
助
動
詞

「
べ
し
」
を
含
む
「
〜
べ
く
候
」
が
提
出
さ
れ
る
。

　
　

近
き
處
な
ら
ば
早
速
上
り
候
て
御
世
話
も
致
す
べ
く
候
へ
ど
も

 

（
十
巻
二
十
課　

手
紙　

一
）

　
　

是
非
參
會
致
す
べ
く
候 

（
十
巻
二
十
五
課　

講
話
會
の
案
内
文　

返
事
）

小
椋（
二
〇
〇
一
）に
よ
る
と
、
明
治
期
に
入
り
次
第
に
「
〜
べ
く
候
」
が
衰
退
し
、

明
治
後
期
に
は
「
〜
た
く
候
」、
特
に
「
〜
く
だ
さ
れ
た
く
候
」
が
優
勢
に
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
三
期
読
本
で
は
ま
ず
簡

便
な
「
〜
た
く
候
」
を
先
に
提
示
し
、
後
に
第
五
学
年
で
「
〜
べ
く
候
」
を
依
頼

表
現
と
し
て
提
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
期
読
本
で
は
「
〜
べ
く
候
」
の

提
出
は
早
く
、
九
巻
五
課
「
註
文
狀　

同
じ
く
返
事
」
に
お
い
て
「
本
月
二
十
日

ま
で
に
は
必
ず
發

仕
る
べ
く
候
」
の
例
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
期

読
本
で
は
「
御
案
じ
下
さ
る
ま
じ
く
候
」（
二
期
九
巻
十
三
課
「
旅
行
先
の
父
に
送
る

手
紙
」）の
よ
う
に
、
否
定
的
依
頼
「
〜
ま
じ
く
候
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
、
候
体
書
簡
文
に
つ
い
て
敬
語
を
中
心
に
見
て
き
た
。
総
じ
て
、
三
期
読

本
は
二
期
読
本
よ
り
も
使
用
形
式
を
絞
っ
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特

に
候
体
特
有
の
「
相
〜
」、「
こ
れ
〜
」、「
御
座
候
」
と
い
っ
た
謙
譲
表
現
と
依
頼

表
現
に
つ
い
て
は
、
二
期
読
本
で
見
ら
れ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
三
期
読
本
の
画
期
的
な
点
と
し
て
は
、
九
巻
お
よ

び
十
巻
の
「
手
紙
」
に
お
い
て
、
児
童
が
生
活
で
遭
遇
す
る
可
能
性
の
高
い
状
況

設
定
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
期
読
本
が
卒
業
後
の
社
会
生
活
に
お
い
て
必

要
と
な
る
書
簡
文
を
提
示
し
た
の
に
対
し
、
三
期
読
本
で
は
在
学
中
か
ら
卒
業
後

す
ぐ
に
役
立
つ
書
簡
文
を
提
示
し
て
い
る
。
内
容
の
点
で
は
、
二
期
に
比
べ
れ
ば

児
童
に
と
っ
て
取
り
組
み
や
す
い
教
材
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

八　

最 

後 

に

　

以
上
、
本
稿
で
は
三
期
読
本
に
お
け
る
書
簡
文
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
以
下
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
全
体
的
な
点
と
し
て
、
木
坂（
一
九
七
六
）が
明
治
期
の
国
定
読
本
に
お
い

て
、「
書
簡
文
が
次
第
に
形
式
や
格
式
か
ら
抜
け
出
し
、
候
文
体
そ
の
も
の
に
も

変
質
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る（
五
二
八
ペ
ー
ジ
）」
と
指
摘
し
た
流
れ
が
、
大
正

期
の
三
期
読
本
に
お
い
て
も
連
続
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
口
語
体
書
簡
文
が
三

期
読
本
に
お
い
て
爆
発
的
に
増
加
し
、
候
体
書
簡
文
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

次
に
、
口
語
体
書
簡
文
の
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
待
遇
表
現
の
提
出
や
書

簡
構
成
要
素
の
完
全
な
提
示
は
、
二
期
読
本
よ
り
も
学
年
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
変
化
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
期
読
本
に
比
べ
、
言
文
一
致
運
動
に
よ
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る
口
語
化
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
、
児
童
本
位
の
教
材
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。
特
に
、
二
期
読
本
で
は
候
体
だ
っ
た
が
、
三
期
読
本
で
待
遇
表
現
が

多
用
さ
れ
る
「
水
見
舞
い
」
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
交
書
簡
や
、「
注
文
」

「
人
を
招
く
手
紙
」
の
よ
う
な
実
用
書
簡
を
口
語
体
で
提
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
、
大
き
な
変
化
で
あ
ろ
う
。「
許
容
で
き
る
範
囲
の
文
例
を
示
す
」「
実
例

に
近
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
例
を
見
せ
る
」
を
見
せ
る
と
い
う
姿
勢
が
見
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
候
体
書
簡
文
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
候
体
書
簡
文
あ
る
い
は
候
体
の

定
型
表
現
の
提
出
学
年
が
第
二
期
に
比
べ
上
が
っ
て
お
り
、
提
出
す
る
定
型
表
現

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。「
提
示
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
数

を
絞
る
」
と
い
う
制
限
的
な
側
面
が
あ
る
一
方
で
、「
よ
り
基
本
的
で
応
用
の
利

く
表
現
を
使
用
・
提
示
す
る
」
と
い
う
姿
勢
が
出
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
巻
二
十

課
「
手
紙　

一
・
二
」
の
よ
う
に
、
慶
弔
に
関
わ
る
書
簡
は
社
交
の
用
途
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
で
あ
り
誤
り
が
許
さ
れ
な
い
文
章
で
あ
り
、

実
生
活
で
は
候
体
で
書
く（
芳
賀
・
杉
谷
一
九
一
四
）こ
と
を
踏
ま
え
、
候
文
で
提
示

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
本
稿
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
点
も
あ
る
。
書
簡
文
は
高
等
小
学

校
や
中
等
教
育
課
程
の
教
材
で
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
扱
い
を
み
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
女
学
校
向
け
教
材
で
は
書
簡
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
初
等
教

育
課
程
で
使
用
さ
れ
る
国
定
読
本
と
の
相
違
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

実
用
文
と
し
て
の
書
簡
文
が
、
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
こ
と
に

も
つ
な
が
り
、
言
文
一
致
に
挫
折
し
た
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

注（
1
） 

一
例
と
し
て
、
大
畑
裕（
一
九
〇
九
） 『
尋
常
卒
業
後
実
用
作
文
』
修
学
堂
、
讀
賣

新
聞
社
編（
一
九
一
二
） 『
新
体
女
子
書
簡
文
』
青
海
堂
三
芳
屋
な
ど
が
あ
る
。

（
2
） 

「
口
語
法
」
で
も
特
に
形
容
詞
は
「
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
よ
う
に
、
形
容

詞
述
語
文
が
敬
体
終
止
形
の
場
合
は
「
ご
ざ
い
ま
す
」
を
付
加
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

（
3
） 

山
田（
一
九
二
四
）の
謙
称
は
、
菊
地（
二
〇
〇
三
）の
謙
譲
語
Ａ
、
謙
譲
語
Ｂ
、
謙

譲
語
Ａ
Ｂ
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
。

（
4
） 

山
田（
一
九
二
四
）で
は
複
語
尾
と
さ
れ
る
。

（
5
） 

前
者
は
「
本
が
こ
こ
に
あ
る
」、
後
者
は
「
ご
存
知
で
あ
る
」
に
相
当
す
る
。

資
料
出
典

第
二
期
国
定
読
本
：『
尋
常
小
學
讀
本
』
全
十
二
冊（
古
田
一
九
八
三
所
収
）、『
尋
常
小
學

書
キ
方
手
本
』
全
十
二
冊（
公
益
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
付
属
教
科
書
図

書
館
所
蔵
）、『
尋
常
小
學
讀
本
編
纂
趣
意
書
』（
古
田
一
九
八
三
所
収
）

第
三
期
国
定
読
本
：『
尋
常
小
學
國
語
讀
本
』
全
十
二
冊
、『
尋
常
小
學
國
語
書
キ
方
手

本
』、『
尋
常
小
學
國
語
讀
本
・
尋
常
小
學
國
語
讀
本
書
キ
方
手
本
編
纂
趣
意
書
』

（
以
上
、
第
三
期
の
教
材
は
す
べ
て
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
図
書
館
所
蔵
）

資
料
所
蔵
の
二
館
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

宇
佐
美
ま
ゆ
み（
二
〇
〇
一
） 「「
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
」
と
い
う
観
点
か
ら

見
た
敬
語
使
用
の
機
能
―
敬
語
使
用
の
新
し
い
捉
え
方
が
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
談
話
理

論
に
示
唆
す
る
こ
と
―
」『
語
学
研
究
所
論
集
』
六
、
東
京
外
国
語
大
学
語
学
研
究

所

小
椋
秀
樹（
二
〇
〇
一
） 「
明
治
期
往
来
物
の
依
頼
表
現
―
「
〜
べ
く
候
」
の
衰
退
を
め

ぐ
っ
て
」『
語
文
』
七
十
五
・
七
十
六
号　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
学

国
文
学
研
究
室

貝
美
代
子（
二
〇
〇
一
） 「
国
定
教
科
書
の
言
文
一
致
」
飛
田
良
文
編
『
国
語
論
究
一
一　

言
文
一
致
運
動
』
明
治
書
院
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菊
地
康
人（
二
〇
〇
三
） 「
第
一
章　

敬
語
と
そ
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
の
外
観
」
北
原
保
雄

監
修
菊
地
康
人
編
『
朝
倉
日
本
語
講
座
八　

敬
語
』
朝
倉
書
店

菊
地
康
人（
二
〇
一
〇
） 『
敬
語
再
入
門
』
講
談
社
学
術
文
庫

木
坂
基（
一
九
七
六
） 『
近
代
文
章
の
成
立
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
風
間
書
房

國
語
調
査
委
員
会（
一
九
一
六
） 『
口
語
法
』
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所（
一
九
八
一
年
勉

誠
社
復
刻
版
）

塩
沢
和
子（
一
九
七
八
） 「
明
治
期
の
国
定
国
語
教
科
書
―
言
文
一
致
体
の
確
定
に
果
し
た

役
割
―
」『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
一
一　

上
智
大
学

橘
豊（
一
九
八
五
） 『
書
簡
作
法
の
研
究　

續
篇
』
風
間
書
房

橘
豊（
一
九
九
八
） 『
手
紙
文
の
国
語
学
的
研
究
』
風
間
書
房

芳
賀
矢
一（
一
九
一
四
） 「
國
定
讀
本
読
本
の
文
章
に
就
い
て
」『
文
章
研
究
録
』
一
〜
七

（
山
本
一
九
七
九
所
収
）

芳
賀
矢
一
・
杉
谷
虎
藏（
一
九
一
四
） 『
書
翰
文
講
話
及
文
範　

上
巻
』
冨
山
房

古
田
東
朔（
一
九
六
四
） 「
教
科
書
の
文
章
』
鈴
木
泰
他
編（
二
〇
一
二
） 『
江
戸
か
ら
東
京

へ
―
国
語
史
一
』
く
ろ
し
お
出
版

古
田
東
朔（
一
九
八
三
） 『
小
学
読
本
便
覧　

第
六
巻
』
武
蔵
野
書
院

古
田
東
朔（
一
九
八
四
） 『
小
学
読
本
便
覧　

第
七
巻
』
武
蔵
野
書
院

山
田
孝
雄（
一
九
二
四
） 『
敬
語
法
の
研
究
』
東
京
宝
文
館

山
本
正
秀（
一
九
六
五
） 『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
岩
波
書
店　
　

山
本
正
秀（
一
九
七
九
） 『
近
代
文
体
形
成
資
料
集
成　

成
立
篇
』
桜
楓
社

第三期国定読本における書簡

(17) 152


